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マツダ株式会社 

TANDBERGお客様事例 
マツダ株式会社では、2006年9月、日本国内で他社に先駆けTANDBERGのHD（高精細）
ビデオ会議システムを導入しました。情報のセキュリティ強化、社内コミュニケーションの
円滑化、および製品開発などにおけるリードタイムの短縮を実現しています。マツダは、ビ
デオ会議システムを導入することにより、世界に点在している拠点とのコミュニケーション
を円滑化するとともに、情報管理におけるセキュリティの向上を実現しています。 
 
【導入されているTANDBERGソリューション】 
TANDBERG Edge 75

マツダは、90年代前半からビデオ会議システムを本格導入し、数々のビデオ会議システムを
利用してきました。現在では、本社および国内拠点、国外（欧米・アジア等）の拠点、グルー
プ企業、工場、開発拠点に至るまでビデオ会議システムの使用を拡大し、全ての設置拠点で
高い頻度でビデオ会議システムを活用しています。 
 
マツダは、ビデオ会議システムを導入することにより、世界に点在している拠点とのコミュ
ニケーションを円滑化するとともに、相手の表情、相手の身振り・手振りなどを見ながらコ
ミュニケーションすることで、製品開発に関するやりとりや、経営・販売戦略に関する社内
の意思決定の迅速化を実現しています。さらに、関係者以外は会議に出席していないことを
確認するなど、情報管理におけるセキュリティの向上を実現しています。 
 
マツダはこれまで、様々なメーカーのビデオ会議製品を利用してきましたが、TANDBERG
製HDビデオ会議システムの導入を機に、TANDBERG製品を標準システムとして選定しま
した。その背景には、ビデオ会議のプラットフォームの一貫性や、種々のプロトコルに対応
できる製品開発コンセプトが、既存システムの有効利用、さらにはビデオ会議システムに対

する投資において高いROIの期待ができるという
点などがあります。 
 
マツダは、ビデオ会議システムの使用頻度を上げ
るとともに、ビジュアル・コミュニケーションを
より広い分野に適用し、さらなる業務効率の向上、
社内における「みえる化」を推進していきたいと
考えています。 


